
徳不弧必有隣­ブロック版コンシェルジュを目指して-  

各青年部紹介 
 昨年は恒例の行事も、少しずつ違った形で行うこととなりました。まず、

藤棚茶会が藤の開花状況により４月末に開催され、例年より５日ほど早まっ

たこと。五個荘茶会を天候にかかわらず、外村宇兵衛邸の庭ではなく屋敷内

で行ったこと。また、三者合同茶会に上海からの高校生を向かえたこと。毎

年行っている行事を、どのように運営していくのか考えるよい機会となりま

した。 

 昨年最後の行事の卒業茶会のも無事に終えることがでました。楽しく学び

あえるような活動を計画していきたいと思っております。                  滋賀青年部部長 日時真起子 
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 平成から令和へと新たな時代を迎えた２０１９年、ブロック長を拝命してはや一年が過ぎようとしてお

ります。平素より親支部の先生方、諸先輩方のご指導を賜り、心より御礼申し上げます。また、ブロック

内青年部の皆様のご理解ご協力いただき有難うございます。 

 お蔭をもちまして、今年度の行事も無事に終えることが出来ましたこと、重ねて御礼申し上げます。 

 昨年は2/2のブロック協議会、5/25.26の京都四青年部連合会主管によりますブロック研修会、6/22.23に

但馬にて開催されました第54回近畿地区大会、9/15裏研さんとの合同茶会、11/30ブロック交流会、どれ

も皆様のお力なしでは運営できないものばかりで、各担当副ブロック長、委員長、委員の皆様、主管青年

部の皆様に感謝申し上げます。 

 今期のブロックテーマであります、「徳不弧必有隣­ブロック版コンシェルジュを目指して-」のもと、

ブロックが青年部、会員さんのサポートする側で活動しておりましたが、皆さまに助けて頂きながらの一

年でした。次年度はより一層の細やかなサポートができるよう、取り組んでまいりたいと思います。 

 今年の5月には第16回全国大会が10年ぶりに京都で開催されます。全国青年部さんとのつながり、広が

りを得る、またとない機会です。どうぞ新たなご縁を繋いで紡ぎ、より充実した青年部活動を育んでいっ

ていただけるよう、ブロック一丸となってサポートしてまいります。次年度も魅力ある行事を企画してお

りますのでどうぞご期待ください！  

茶道裏千家淡交会青年部
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 奈良青年部は昨年も先生をはじめ先輩方、会員の皆さまの協力のもと行事を開催いたしました。 

 3月に寧楽菓子司 中西与三郎で開催致しました小寄せ茶会では、101名の

お客様をお迎えすることが出来ました。4月は奈良国博での藤田美術館展見

学、11月には西大寺で大寄せ茶会を開催し、50名を超えるスタッフ、430名を

超えるお客様に参加頂く事ができました。皆様に感謝申し上げます。 

 令和2年も会員の皆さまと楽しみながら学べる行事を考えております。どうぞよろしくお願いいた

します。                           奈良青年部部長 堀田裕美 



 京都東青年部は会員数60名と京都の中ではコンパクトな青年部です。その分、お互い

顔の見える関係で和気あいあいとした雰囲気が自慢の青年部です。また、それぞれ会員

さんが自ら動いてくれる機動力も自慢の一つです。 前期は若手委員長を中心にアウト

ドア茶会や研修会などを今までにない企画を考えてもらい実施することができました。

楽しめる青年部を目指しあと1年活動していきたいと思います。     京都東青年部部長 岡村加奈                              

 京都西青年部は『歩歩 主人公』をテーマに掲げ、継続して200名を超える仲間とともに活動しておりま

す。 

 夏の京町屋、秋の大徳寺聚光院での2度の大寄茶会の他、メン

バーがお茶に親しめるよう各委員会が担当する茶会を年2回開催し

ました。また茶道に関わる方を講師に招いた例会や、親睦を深める

納涼会から納会まで、様々な活動を行ってきました。 

 メンバー一人一人が歩みを止めることなく、まず行動する。お茶での修練を通して世間に流

されない本来の自分（主人公）に気づけたらいいと考えております。 

 今年も様々な茶道の魅力を発見・発信し、模範となる青年部を目指して活動してまいりま

す。                京都西青年部部長 若野豪宏  

 昨年度も様々な活動を行いました。総会では新体制スタートに気が引き締まり、歓迎会では多くの新会員さんに

御参加いただきました。納涼会や研修会を行い、三者合同育成行事は親支部、学

茶の先生方に水屋研修としてご教示いただきました。白秋茶会では会員みんなで

知恵を絞り良いお茶会になりました。そして納会の日には卒業生との別れを惜し

みながら、感謝の気持ちを伝えました。そのどれもが良い経験、思い出そして学びになりました。

今年度は京都四青年部の６０周年、茶道セミナー５００回記念の年にもなります。今年度よりいっ

そう大変になりますが、やりがいを持って、京都四青年部、近畿第一ブロックと共に良い一年にし

ていきたいと思います。                  京都南青年部部長 金谷五良三郎                 

 京都北青年部は「魅力ある団体へ 〜うれし！たのし！大好き！青年部〜」というテーマを掲げ、会員一

人ひとりが、茶道を通して青年らしく色々なことに挑戦し、楽しみながら成長していこうと活動しておりま

す。春のお出かけ～たけのこ茶会では、青年部員の家族もご一緒にたけのこ堀と野趣溢

れる野点で一服を楽しみました。秋は三者合行事「高台寺茶会」として親支部先生方と

青年部の二席を設け、学生茶道の皆様と一日を通して楽しく学ばせて頂きました。青年

部の席では夏に作陶した茶碗や３Dプリンターで作製した棗を使うなどいろんな意見を

出し合いながら道具を出し合い、北青年部らしい茶席が出来たのではないかと思います。令和２年度は全国大会や

京都四青年部の６０周年など様々な事業があります。様々な機会を活かして会員相互の交流を図り、今年以上に面

白く、楽しく、為になる事業を企画したいと思います。奉仕・修練・友情の三信条のもと、魅力ある団体に向かっ

て部員一丸となって取り組んで参ります。どうぞよろしくお願い致します。  京都北青年部部長 田中俊幸             

 宮津青年部は新しく３名の新入会員をお迎えして今期スタートしました。 

 昨年度は、初めての取組として親先生をお招きするお席をもうけました。

青年部の活動や課題を親先生に御助言頂き、たいへん勉強になり今後の活動

への励みとなりました。 今期ブロック研修会の主幹という大役もあり、青

年部一同身の引き締まる思いでもありますが、よい研修会となるよう頑張り

ますのでよろしくお願いします。天の橋立・京丹後へ是非お越し下さい！   

                                              宮津青年部部長 守本友子          
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5月26日-27日 ブロック研修会in京都 
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 ２０１９年は「初心に返ってお茶を楽しむ」のスローガンのも

と、２月の総会に始まり８月の地元の抹茶を使ったスイーツ作り例

会、１１月の「Ｒ－１茶会」、１２月に卒業クリスマス茶会を行な

いました。その間にも近畿第一ブロックの研究大会や但馬での近畿

地区大会、親支部行事への参加など一年通じて忙しくは感じました

が、参加メンバーの固定化など問題を抱えており、２０２０年はよ

り多くのメンバーを巻き込んだ活動を心掛けます。       両丹青年部部長 堀口宏之          

 平素は但馬青年部の諸活動にお力添えをいただき誠にありがとうございます。 

 昨年は「お茶でつながる、輪をひろげる」を目標に活動してまいりました。昨年6月の第

54回近畿地区大会では中澤ブロック長はじめ役員の皆様方、また各青年部の皆様にご協力

いただき無事終えることが出来ました。この大会を通じてブロッ

クの方々との繋がりが出来たことは大変大きな喜びでした。本年

も引続き、この繋がりを拡げる活動をしていきたいと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

                但馬青年部部長 井上奈巳 

 令和元年度ブロック研修会は、５月２５日（土）２６日（日）に京都にて開催されました。両日とも真夏を感じさせる快晴の下

にご来賓・先生方をはじめ、ブロック管内の青年部員だけでなく北は関東第一、南は九州ブロックそして裏千家学生茶道研究会の

皆さん総勢１８０名近くお集まりいただきました。 

 １日目は京都ホテルオークラにてお呈茶席に始まり、式典が挙行され、神津朝夫先生から「懐石料理の歴史」と題したご講演を

賜りました。懐石料理が現代に至るまでどのように移り変わり定着していったかを皆さん熱心に聞き入っておられました。懇親会

では近畿第一ブロック内の青年部の紹介や交流委員会によるゲームも行われてテーブルごとに盛り上がり楽しい時を過ごすことが

できました。 

 ２日目の茶会は清水寺の中にある普段は非公開の成就院で行われました。借景を取入れた名勝庭園は青空のもと緑が映え、茶席

では青年部員がこの日のために作製したお道具も出されました。お菓子の水仙ちまきは開け方を亭主から聞きながら解き、つるん

とした喉越しに涼を感じつつ、初夏の京都を楽しんで頂けたのではないかと思います。 

 ２０２０年は９月２６日に宮津にて開催の予定です。次年度も多くの学びと出会いの場となるよう皆様のご参加ご協力をよろし

くお願い申し上げます。                       研修委員会委員長 田中俊幸（京都北青年部）  



 

編集後記 

 この度は第３２期L・T研修に出向する機会をいただきありがとうございました。最初は緊張

していましたが、お家元より「一度空っぽになり、様々なものを吸収してください」と言って

いただきこの一年大いに学ぶことができました。L・T研修だけではなく、各地の仲間と自主研

修を行ったり、揃いの古帛紗や懐紙を作ったりと、自分たちの考えるこ

とが精一杯行えたと思います。今回の経験を元に今後も精進してまいり

ます。                 両丹青年部 渡辺瑠衣 

第32期リーダーシップ・トレーナー研修

（L・T） 

9月15日 裏研合同茶会 「京都市国際交流会館」 
 2年ぶりに裏千家学生茶道研究会と近畿第一ブロックとの合同茶会が京都市国際交流会館で行われました。9月とは言えとても暑い

日ではありましたが、「一如」をテーマに薄茶席とお菓子作り体験の場を設けました。 

 当日参加した青年部スタッフの感想をご紹介いたします。 

○お菓子は私は手の中で触り過ぎて固めになってしましました。もったいないことを…。こうやって実際作ってみるとしっとりふっ

くらとした菊を作られる本職の方の技術と工夫の素晴らしさを改めて感じられて良い経験でした。 

 学生の皆さんの背筋の伸びた正座や弾ける笑顔は清々しく、素敵だなぁと思いました。自分も頑張ろうと思いました。楽しかった

です。                                             但馬青年部 中嶋美和 

○夏の暑さを感じる中、約120名のお客様が、塩芳軒さんのお菓子作り体験と、一服を楽しんでおられました。塩芳軒さんのお菓子は

大変美味しく、最後のお席まで、懇切丁寧に説明されていた姿に頭が下がります。やはりこういった姿勢が美味しいお菓子にも表れ

ているのだなと感じました。かくありたいものです。自分で作ったお菓子をお茶席でいただくのも初めての経験でした。外側も大事

ですが、やはり中身の方が大事かもしれませんね。（笑）当然、美味しかったです。終

始、学生さんのいきいきとした姿に元気をもらい、暑い中でしたが、無事終えることがで

きました。ありがとうございました。          京都北青年部 宮本悠介             
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 例年より発行が遅くなりましたが、「同風あらかると36」を無事に発行することができました。ご協力いただいた皆さま

方には心より御礼申し上げます。今年は昨年開催されたブロック行事の他にも全国大会のや京都四青年部の周年行事もござ

います。一層充実した青年部活動を送り、実りある一年にしたいと思いますので、どうぞ今年も近畿第一ブロックを引き続

きよろしくお願いいたします。 

                                  広報委員会委員長 田中一彰（京都南青年部） 

近畿第一ブロックお問い合わせ先 

  

  kinki.seinen.1@gmail.com 


